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1 はじめに
近年、日本では昭和４０年代に約 800万m2/年で施設さ
れた膨大なモルタル吹き付け法面の老朽化が進んでおり、
それに伴う災害の対策が課題となっている。これらの災害
を予防するためには、法面の定期的、網羅的な点検とそれ
らに基づく危険度の予測が必要である。しかしながら、現
状の点検は人材・予算・時間の不足により十分に行われて
いない。また点検結果のデータの不足により危険度の予測
の精度も低く、緊急性がないと判断された法面の崩落事故
も少なくない。そこで本研究では、点検作業の高度化を目
的とした法面データベースを提案する。
2 データの多様性
法面データベースには、経年変化も含めた法面データを
地図データベースに関連付けて蓄積する。法面データと
は、点検の際に取得された生データとそれらを用いた点検
結果からなり、ファイル形式は多様である。生データは、
モルタル吹き付け等の構造物を把握するための車載カメラ
画像と３次元形状データ、構造物の亀裂等を定点観測する
ための詳細画像と３次元形状データ、その他のスケッチや
計測データである。これらのうち３次元形状データは、車
載カメラ画像から Structure From Motionの技術を用い
て作成する [1]。点検結果は、点検書（図 1）や白書、論文
である。

図 1: 点検によって得られる点検書の例（防災カルテ）

法面データベースでは、地理情報データベース向けフ
レームワークMOMD-GIS（Metdata Oriented Multime-

dia Database for GIS); 奥村・他, 2013a）[2]を利用する
ことで、ファイル形式によらずファイル単位で蓄積でき、
かつ蓄積データの作成日付や関連性の記述をメタデータと
して柔軟に追加できる。
3 データの表示方法
データの閲覧は地図アプリとして３D地図上で行う。法
面データのうち３次元形状データに関しては、３ D地図
の標高・緯度・経度情報を利用して、３D地図上に重ねあ
わせて表示させる（図 2）。これにより、周囲の地形と合
わせて拡大・縮小・視点の変更といった操作が容易に行え
るため、全体像の把握に役立つ。またWeb上で公開する
ことで、専門家が現地に赴く必要がなくなるため、より多

くの専門家による多角的な分析を可能とする。そして将来
的には、点検技師の教育教材としての利用も期待できる。

図 2: ３次元形状データの３D地図上での表示イメージ

4 生データの保存・共有
第 2章で述べたような生データは、時間・空間的に希少
である。例えば、災害時に崩落した法面のデータは、その
時にのみ得ることができ、復旧とともに消滅する希少性の
高いデータとなる。このような希少度の高いデータを公開
し、共有することは法面劣化の原因究明に必要不可欠であ
る。また、災害の原理を検証するためには、論文の原著と
同じように、論文や白書で利用された生データも唯一に特
定して辿れるようにしておくことも重要である。
4.1 URIを利用した生データの識別
法面データベースに登録されるデータを世界中で一意に
特定するための手段としてURIを用いる。世界中でユニー
クなキーによりデータを特定できることは、公開データの
オリジナリティを保証する際の前提条件である。またデー
タの識別に URIを利用することはウェブ上でコンピュー
タ処理に適したデータを公開・共有するための技術である
LinkedDataとの親和性も高い。
4.2 LinkedData化
法面データベースでは、複合的な視点の分析を可能にす
るために、Linked Data化してデータ間の関連付けを行う。
具体例としては、法面情報と環境情報（地質、地形、降雨
量、周囲の植生）の関連付けが挙げられる。
また Linked Data化することで、例えば生データが他
の論文や白書に利用されたとしても、それらのデータと生
データ間で参照関係が確立されているため、生データのオ
リジナリティを保証することができる。
5 まとめ
本稿では、点検作業の高度化を目的とした３次元地形情
報データベースシステムの構築について報告した。経年変
化も含めた法面データを地図データベースに関連付けて蓄
積することにより、法面劣化の原因究明と対策工事の優先
順位付けに大きな貢献が期待できる。
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